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　今回はラズベリー・パイPico W（以降，Pico W）の
Wi-Fi機能を使ってネットワーク接続を行います．マ
イコンでネットワーク機能を使う場合にはプロトコ
ル・スタックの導入などが大変ですが，本連載で使用
しているTOPPERS BASE PLAFORMにはあらかじ
めネットワーク機能が含まれています．

プロトコル・スタックにlwIPを使う

　lwIPは組み込みシステム用のオープンソースの
TCP/IPプロトコル・スタックです．動作モードがい
くつかあり，TOPPERS BASE PLAFORMではOSあ
りで使用するスレッド・モードでlwIPに対応してい
ます．

　ドライバは有線のMACドライバと，今回使う
Wi-Fiの無線ドライバがあります．データ・ロギング・
シールドを使って，アクセス・ポイントの接続情報を
SDカード上のファイルの形で保存し，そのデータを
使ってPico WのCYW43（Wi-Fiモジュール）を介し
て，Wi-Fiの ア ク セ ス・ ポ イ ン ト に 接 続 し ま す

（写真1）．このサンプル・プログラムがWIFI_SDで
す．

lwIPソースの準備

● TOPPERS BASE PLATFORMの準備
本 連 載 で 使 用 し て い るTOPPERS BASE

PLATFORMプ ロ グ ラ ムfmp_1.4.0_baseplat 
formv1.1.5_012024.tar.gzは，次のウェブ・
ページからダウンロードできます．
https://www.toppers.jp/edu-base 
platform.html

● lwIPの準備
lwIPのソースはlwipディレクトリに置きます．

ファイルを展開した段階では，lwipディレクトリに
は次のプログラムが置かれており，lwIP本体は別途
入手します．
① TOPPERS BASE PLAFORMの通信ドライバと

通信するためのportsプログラムとlwIPのスレッ
ド対応のsys_arch関数群

② lwIP本体のパッチ情報（組み込みボードで実行し
た場合に，問題が発生した部分の修正プログラム）

③ コンフィグレーション・ファイルとそのインク
ルード・ファイル，Makefileのインクルード・
ファイル
このディレクトリにlwIP本体のソースを置きます．

まず，lwIPの公式ウェブ・ページからプログラムを
ダウンロードします．
https://savannah.nongnu.org/
projects/lwip/

　ダウンロードするプログラムのzipファイルは次の

＜サポート・ページのお知らせ＞ 
本連載に関する情報やダウンロード・データを掲載しています． 
https://interface.cqpub.co.jp/fmp/

ダウンロード・データあります
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